
　

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
（
Ｆ
Ｇ
）
の
営
業
戦
略
に
お
い
て

一
丁
目
一
番
地
と
い
え
る
「
銀
信
証

連
携
」。
個
人
顧
客
２
４
０
０
万
人
、

証
券
総
合
口
座
数
１
７
５
万
件
、
中

堅
・
中
小
企
業
等
融
資
先
10
万
社
と

い
う
豊
富
な
顧
客
基
盤
に
対
し
、
銀

行
・
信
託
・
証
券
が
一
体
化
し
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
強
化
し
て
い

る
。
な
か
で
も
相
続
・
資
産
承
継
サ

ー
ビ
ス
は
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
の
高

い
専
門
性
を
生
か
せ
る
事
業
領
域
だ
。

　

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
で
は
銀
信
証
連
携
を

図
る
た
め
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
の
全

拠
点
（
60
店
舗
）
と
み
ず
ほ
銀
行
の

全
拠
点
（
４
６
５
店
舗
）
と
の
間
で

明
確
な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

信
託
の
店
舗
の
う
ち
23
店
舗
は
、
銀

行
と
連
携
し
、
相
続
・
遺
言
・
不
動

産
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
「
ト
ラ
ス
ト
ラ
ウ

ン
ジ
」
だ
。
証
券
の
「
プ
ラ
ネ
ッ
ト

ブ
ー
ス
」
と
同
様
、
主
に
銀
行
と
の

共
同
店
舗
と
し
て
展
開
す
る
〝
Ｏ
ｎ

ｅ 

Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
〞
を
体
現
化
し

た
チ
ャ
ネ
ル
施
策
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な

く
ソ
フ
ト
面
で
も
、「
顧
客
の
真
の

ニ
ー
ズ
を
共
有
す
る
対
応
力
の
底
上

げ
を
図
っ
て
い
る
」（
み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ

リ
テ
ー
ル
・
事
業
法
人
部
の
薮
田
太

郎
参
事
役
）。
リ
テ
ー
ル
営
業
を
担

当
す
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
Ｆ
Ｃ
）
が
顧
客
と
の
間
で

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
築
く
に
は
、

専
門
性
の
高
さ
が
カ
ギ
に
な
る
。
そ

こ
で
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｆ

Ｃ
を
信
託
や
証
券
に
出
向
さ
せ
る
な

ど
、
銀
信
証
間
の
人
事
交
流
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
総
合
的
な
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
力
を
強
化
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｃ
が
顧
客
と
接
す
る
際
は
「
商

品
説
明
か
ら
入
ら
な
い
こ
と
を
徹
底

し
て
い
る
」（
み
ず
ほ
銀
行
個
人
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
推
進
部
の
荒
川
透

次
長
）
と
い
う
。
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
の

﹁
銀
信
証
連
携
﹂

問
わ
れ
る
連
携
の
真
価
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特集
大
相
続
時
代
の
資
産
承
継
ビ
ジ
ネ
ス

超
高
齢
社
会
で
求
め
ら
れ
る
保
有
資
産
を

地
方
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
施
策

フ
ィ
デ
リ
テ
ィ

退
職
・
投
資
教
育
研
究
所

所
長　

野
尻 

哲
史

相
続
の
市
場
規
模
は
大
き
い
。
国

税
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
課
税
価
格

の
合
計
は
14
・
７
兆
円
（
２
０
１
６

年
分
）
だ
が
、
相
続
税
対
象
外
の
相

続
分
も
含
め
る
と
さ
ら
に
大
き
く
な

る
は
ず
だ
。
16
年
に
フ
ィ
デ
リ
テ
ィ

退
職
・
投
資
教
育
研
究
所
で
行
っ
た

相
続
人
５
０
０
０
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
は
そ
の
規
模
は
46
兆

円
と
推
計
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
46

兆
円
と
い
え
ば
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１

地
方
経
済
に
対
す
る

超
高
齢
社
会
の
リ
ス
ク

割
弱
に
相
当
し
、
そ
の
資
産
が
、
毎

年
誰
か
の
手
か
ら
誰
か
の
手
に
渡
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
超
高
齢
社
会
は
多
死
社
会

で
も
あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、
死
亡
者

数
が
39
年
に
は
16
年
比
で
28
％
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
相
続
市

場
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。こ

う
し
た
な
か
、
18
年
７
月
に
金

融
庁
が
発
表
し
た
「
高
齢
社
会
に
お

け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
（
中

間
的
な
と
り
ま
と
め
）」
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
〝
高
齢
社
会
の
リ
ス
ク
〞

の
一
つ
が
、「
地
方
か
ら
都
市
部
へ

の
資
産
の
流
出
の
加
速
」
で
あ
る
。

高
齢
者
が
地
方
で
形
成
し
た
資
産
が
、

相
続
を
契
機
に
都
市
部
で
生
活
す
る

相
続
人
に
移
転
す
る
た
め
だ
。
実
際
、

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
地

方
銀
行
を
メ
イ
ン
金
融
機
関
と
し
て

い
た
被
相
続
人
か
ら
、
資
産
を
相
続

し
た
相
続
人
が
他
の
業
態
の
金
融
機

関
に
資
産
を
預
け
替
え
た
比
率
は
５

割
を
超
え
て
い
た
。

地
方
経
済
に
対
す
る
そ
の
影
響
を

緩
和
す
る
対
策
と
し
て
、
①
相
続
に

よ
る
資
産
流
出
の
抑
制
、
②
資
産
を

持
つ
高
齢
者
の
地
方
誘
致
、
③
高
齢

者
が
保
有
し
て
い
る
資
産
の
活
用

│
│
と
い
っ
た
視
点
が
大
切
に
な
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
に
基
づ
い
て
、
こ
の
３

相
続
は
、
そ
の
市
場
規
模
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
割
に
相
当
す
る
46
兆
円
に

達
す
る
と
推
計
さ
れ
る
だ
け
に
、
地
方
か
ら
大
都
会
に
資
産
を
流
出

さ
せ
る
と
、
地
方
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
本
稿
で

は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
①
資
産
流
出
を
抑
制
す
る
、
②
高
齢
者
を

地
方
に
呼
び
戻
し
、
資
産
を
還
流
さ
せ
る
、
③
そ
の
高
齢
者
が
保
有

し
て
い
る
資
産
を
通
じ
て
地
方
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
│
│
の

三
つ
の
視
点
か
ら
課
題
と
対
策
を
整
理
す
る
。
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相
続
に
伴
う
地
方
か
ら
の

資
産
流
出
の
現
状
と
そ
の
抑
制
策



貸
出
業
務
の
収
益
性
を
改
善
し
、

経
営
の
立
て
直
し
を
図
る

インタビュー

島
根
銀
行
　
頭
取
　
鈴
木 

良
夫

営
業
店
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
へ

│
│
コ
ア
業
務
純
益
が
２
期
連
続
で

赤
字
だ
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か

　

コ
ア
業
務
純
益
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
が
、
幸
い
に
当
行
は
、

有
価
証
券
運
用
と
い
う
「
第
二
の
本

業
」
に
お
い
て
、
適
切
な
リ
ス
ク
管

理
を
通
じ
て
含
み
益
を
醸
成
で
き
て

い
る
。
ま
た
、
前
期
の
マ
イ
ナ
ス
要

因
に
は
本
店
ビ
ル
建
て
替
え
に
伴
う

一
過
性
の
経
費
も
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
コ
ア
業
務
純
益
が
２

期
連
続
し
て
赤
字
で
あ
る
の
は
事
実

だ
。
危
機
感
を
持
っ
て
、
収
益
を
改

善
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い

る
。│

│
収
益
構
造
を
改
善
す
る
た
め
の

方
策
は

　

私
は
去
年
、
関
連
会
社
の
松
江
リ

ー
ス
か
ら
当
行
に
戻
っ
て
き
た
。
松

江
リ
ー
ス
時
代
、
外
部
か
ら
見
て
い

て
、
当
行
の
い
ち
ば
ん
の
問
題
は
営

業
力
の
弱
体
化
だ
と
感
じ
た
。

　

山
陰
と
い
う
限
ら
れ
た
営
業
エ
リ

ア
で
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
山

陰
と
い
う
地
域
の
特
性
を
考
え
れ
ば
、

本
業
で
あ
る
貸
出
業
務
に
基
盤
を
置

く
必
要
が
あ
る
。
営
業
力
を
強
化
し

て
、
揺
ら
い
で
い
た
貸
出
業
務
の
収

益
性
を
改
善
し
、
し
っ
か
り
と
し
た

柱
と
し
て
立
ち
直
ら
せ
る
。
そ
こ
に

フ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
枝
葉
と
し
て
付

け
て
い
く
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
公
表
し
た
と

お
り
、
店
舗
の
統
廃
合
や
、
一
部
の

店
舗
の
出
張
所
化
な
ど
に
よ
り
、
営

業
体
制
の
見
直
し
を
行
う
。
も
う
少

地
道
な
営
業
活
動
で

顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

す
べ
て
の
銀
行
の
中
で
唯
一
、２
０
１
８
年
３
月
期
ま
で
２
期
連
続
で
コ
ア
業
務
純
益
が
赤
字

に
な
っ
た
島
根
銀
行
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
コ
ス
ト
負
担
の
大
き
い
新
本
店
ビ
ル
の
竣
工
、
収

益
性
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
問
題
視
す
る
各
種
報
道
も
話
題
に
な
っ
た
。経
済
基
盤
の
小
さ
い
山
陰

地
方
の
第
二
地
銀
と
し
て
、鈴
木
良
夫
頭
取
は
ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

 

（
編
集
部
）
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